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資料編

１ 指導と評価の計画 （22時間）
〔この表の見方〕 ねらい、 【評価規準】 ◎関心・意欲・態度 ○思考・判断 ◇技能・表現 □知識・理解

過 時 学 習 活 動 支援及び指導上の留意点 評 価 基 準 評価方法学習活動における

程 間 ★活 動 ・全体、▲「Ｃ」生徒への支援 Ａ（３） Ｂ（２） Ｃ（１） 場面･方法具体の評価規準

１ テーマ設定（4時間）

自分が考える高崎市の問題点から、調査すべき対象を決定し、学習テーマとして設定する。

１ ★学級で「高崎市の問題点」 ・全体の意見を一人一人が視覚 ◎ｳｪﾌﾞﾏｯﾌﾟづく ｼｰﾄに５つ以上 ｼｰﾄに３つ以上 問題点が３つ未 行動観察

をｳｪﾌﾞﾏｯﾌﾟにまとめる。 的にとらえられるよう、教師が司 りに積極的に取 の問題点をあげ の問題点をあげ 満しかあがらな

1会をしながら、 の形で意見 り組んでいる。 ている。 ている。 い。 学習ｼｰﾄフリートーク
を出し合い、黒板にウェブマップ

を作成する。

▲シート中の「問題の例」を参考

にするよう助言する。

▲市全体に及ばないまでも、日
頃不便や疑問を感じていること

つ はないか問いかける。

1１ ★自分が問題と考える要素 ・問題発見の参考資料として使 ○設定理由を明 ３つ以上の設定 １～２つの設定 設定理由が挙が 学習ｼｰﾄ

を調査テーマとして設定し、 えるよう、前時のウェブマップを 確にしたテーマ 理由を挙げて、 理由を挙げて、 らない、又はテ

設定理由を明確にする。 プリントして配る。 設定ができる。 テーマが設定で テーマが設定で ーマ設定ができ

(例) ・設定理由は カ所書ける欄を きている。 きている。 ない。4
〈問題〉 設け具体的に書くよう指示する。

・犯罪が増えている ・「テーマ設定の観点」として、

①問題の重要性〈調査テーマ〉

②問題の緊急性・犯罪の種類と数について

③調査の可能性〈設定理由〉
・最近ＴＶ沙汰になる犯罪が を学習シートにて提示する。

多い。（殺人事件など） ▲テーマについては、ウェブマ

・非行防止教室で中学生も ップに出たことの中から選ばせ

か 多くかかわっていると聞いた る。

・夜のコンビニに暴走族らし ▲理由が挙げられない場合は、
き人がたまっていて怖い。 具体的な例を挙げさせることでイ

・警察の取り締まり状況がど メージをもたせる。

うなっているのか知りたい。

見通し １
２ ★学習班（４人組）で、テー ・多面的な意見が出るように、同 ◎検討会に積極 班員(３人)すべ 班員１～２人に 班員のだれにも 行動観察

マ設定の観点（学習シート） 一ﾃｰﾏをもつ者がダブらない班 的に参加してい てに対し、何ら 対し、何らかの 助言を行うことが
を参考に、各自のテーマと設 組みをする。 る。 かの助言が行え 助言が行える。 できない。

定理由が妥当であるか、検 ・検討会がスムースに進行する る。

討会を行う。 よう、日頃からリーダーとして活

1・班の中でシートを回覧し、 躍している生徒を司会に立て ○他人の意見を ほかからの意見 参考意見として ほかからの意見 学習ｼｰﾄ

気づいた点を助言として記 る。 生かしたテーマ を参考にして、 ほかからの意見 を 記 録 で き な
述する ・テーマ設定の観点を規準に行 設定ができる。 自己のテーマに を記録している。 い。

む ・時間を取り、各自、検討・修 うことを再確認し、客観的かつ建 修正が加えられ

正を行う。 設的な討論ができるようにする。 る。

・修正結果や疑問点を出し ・友人や教師の助言は、学習シ

合い、討論する。 ートの記録欄に記録することを
★自己のテーマを再度見直 確認する。

し、必要ならば変更・修正を ・より客観的で妥当性のあるテー

加えて、テーマを決定する。 マ設定のために、他人の意見を

★テーマ設定までの自己評 参考にするよう助言する。

価をする。 ・自己評価の時にわかりやすい
よう、修正部分については、色を

変えて書き込むことを確認する。

▲口頭で助言できない場合は、

シートに記述するよう促す。

▲ほかから改善提案をもらって

いても修正に結びつけられない
生徒は、机間巡視の中で個別に

支援する。

２ 調査活動（11時間）

調査内容によりいくつかのコースに分かれ、調査計画を立て、課題解決を図る。追

１ ★類似テーマごとに調査グ ・類似テーマごとに、歴史、伝 ◎意欲的に調査 教師や友人と意 自力で調査活動 意欲的に調査活 行動観察

究 ループを作り、調査計画を立 統、文化、行事、生活、政治・経 活動に取り組ん 見交換しながら が進められてい 動が進められな

てる。 済、環境、産業等の「調査グル でいる。 調査活動が進め る。 い。
・個人テーマの一覧をグル ープ」を作る。 られている。

す ーピングして、調査グループ ・あらかじめカードに書いた個人

名を決める。 テーマを黒板に貼り、生徒の意

(例) 見をもとにグルーピングを行う。伝統文化グループ

る 『高崎だるま調査班』 （３～５つにグルーピングし、生

徒がグループ名をつける。）自然・環境グループ
『烏川の水質調査班』 ・グループの中に、調査対象物

が同一又は、かなり近い者同士政治とくらしグループ

『交通機関調査班』 等 で、さらなる小グループ（班）を
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作る。

▲阻害要因が個人によって異な
るので、見取りの中で個別にカ

ウンセリングを行う。

見通し ２
２ ・班に分かれ、調査計画を立 ・調査計画立案の観点として、 ◎検討会に積極 すべての班に対 すべての班に対 ２つ未満の班に 行動観察

てる。 的に参加してい し何らかの助言 し、何らかの助 対し、何らかの①調査の手順
Ａ．何を調査対象とするか。 ・ る。 が与えられ、か 言が与えられる。 助言が与えられ計画の立案→事前調査→疑

〔個人テーマと、設定理由の つ討論の場で意 る。問→現地調査 等

再確認〕 見を言うことがで②調査の内容

Ｂ．対象についてどんなこと きる。・問題の現状、関係者、現在までの過

程、今後の展望、他地域との比較 等を調べていけばよいか。

③調査の方法Ｃ．調べるためには、どんな
方法があるか。 など ・インターネット（市役所ＨＰ）

2（例）Ａ．烏川の水質 ・文書資料（市史、統計資料） ○調査計画立案 調査項目と調査 調査項目と調査 調査項目と調査 学習ｼｰﾄ

Ｂ．水質基準に照らしてどの ・アンケート、インタビュー の観点やほかの メディアが、５組 メディアが、２組 メディアが、２組

くらいの値なのか。 ・実地調査 等 意見を参考に、 以上挙げられて 以上挙げられて 未満しかあげら

ほかの地域と比べどうか を、学習シートに提示する。 見通しをもって いる。 いる。 れない。
汚れの原因は何か など ・学習シートでは②・③に重点を 調査計画を立て

Ｃ．市環境課ＨＰ おいた枠づくりをし、学習活動の ることができる。

高崎市の統計資料 ＡＢＣを中心に考えていけるよう

市の環境白書 にする。

追 理科の先生の話
市環境課の人の話 など

★調査グループの中で、調 ・検討の主旨をはずさないよう、

査計画検討会を行い、計画 視点として、

の検討・修正をする。 ①問題の大きさが分かるか。

・グループ内でシートを回覧 ②問題の様子(内容)が分かるか

し、班ごとに気づいた点を話 ③反対立場の意見も調べようと
し合って、助言を記述する。 しているか。

・時間を取り、各自、検討・修 ④調査メディア(方法)は適切か。

正を行う。 ⑤調査が可能か。

・修正結果や疑問点を出し を黒板に掲示し、留意しながら

究 合い、討論する。 進めるよう助言する。
・検討会後にさらに変更・修 ・最終案がまとまった班には提

正を加え、調査計画を完成 出を求め、個別に支援する。

する。 ▲調査項目が挙げられない生

徒には、テーマの設定理由に書

かれていることを調べるよう指示
する。

▲メディアが挙げられない生徒

には、仮の案でもよしとして、次

の調査段階で支援していく。

す
2４ ★調査計画に沿って事前調 ・生徒の動きが多岐にわたるの ◇適切な調査方 ３種類以上の調 １～２種類以上 選んだ調査方法 学習ｼｰﾄ

査を行い、わかったことと疑 で、副担任教師は担当学級にＴ 法を選択し、調 査方法を駆使し の調査方法を駆 から適切な回答

問点を整理する。 ２としてかかわり、ＴＴ形式で指 査項目に対する 適切な回答を得 使し、適切な回 を得ることができ

・班単位で行動し、調査を進 導に当たる。 回答を得ること ることができる。 答を得ることが ない。

める。 ができる できる。・調査活動に支障がある班に

は適宜、支援を行う。
▲〈考えられる障害〉インターネット→パソコン室

①調査メディアが決まらない。書籍、文書資料→図書室

②いかなる方法を用いても、得校外調査→学校周辺

たい情報が得られない。学校職員→職員室等

▲〈障害に対する支援〉る ＦＡＸ、Ｅメール→職員室
①図書室やパソコン室で、共に

・毎時間の後半５分は、班で 該当資料を探し、活用の仕方を

調査結果を確認し合い、次 教える。（その過程で、資料の探

時の活動の方向性をもつ。 し方についても触れる）

②調査対象の変更を促す。ほか
の対象物からテーマに迫れない

か考える。

2２ ★いまだ不明な点や、さらな ○得られた情報 現地調査項目が 現地調査項目が 現地調査項目が 学習ｼｰﾄ・事前調査では解明できなか

る疑問点を基に、現地調査 を整理し、現地 ５つ以上、設定 ２～４つ、設定で ２つ未満しか設った点を調査項目として挙げ、

の計画を立てる。 調査計画を立て できる。 きる。 定できない。現地調査で解決することを確

・あと何を調べればよいか。 ることができる。認する。
・どこに行けば調べられるか ・問題解決という視点から、特に

・ｱﾎﾟｲﾝﾄをどう取るか。 因果関係や、現在行われている

対策等について、明確になって

★調査グループの中で調査 いるか検討するよう助言する。

・実地調査の項目が適切か、の進行状況を確認し合い、
検討会を行い、修正させる。計画の検討・修正をする。

・ｱﾎﾟｲﾝﾄの取り方や調査地での

行動については適宜指導を行う

▲あと何が必要か、どんな話が

聞きたいかを視点に、個別・班
別の支援を行う。

2２ ★現地へ赴き、専門家に直 ・交通マナー、現地での応対に ◇専門家とのや 予定した調査項 予定した調査項 調査項目に対す 学習ｼｰﾄ

接話を聞きながら、調査を行 ついて事前指導を行う。 りとりから必要な 目以外の情報ま 目に即した情報 る回答のすべて

う。 ・大勢の生徒が訪問する場所に 情報を得ること で得ることができ を得ることができ を 記 録 で き な〔ふれあい高崎〕

ついては、担当職員が出向く。 ができる。 る。 る。 い。
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▲調査終了後、ほかの班員の記

録を参考にするよう助言する。
３ まとめ（７時間）

調査結果について考察を行い、ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ形式で問題点に対する改善提案を行う。

3２ ★課題に対する考察を行 ・考察の観点は、 ○調査結果を踏 １つの問題に対 １つの問題に対 改善提案ができ 学習ｼｰﾄ
い、課題（テーマ）に対する ①因果関係はどうなっているか。 まえ、問題点に し、違った角度 し 、 １つの改善 ない。

改善提案をまとめる。 ②どんな解決策が考えられるか 対して自分なり から２つ以上の 提案ができる。

・各自の提案をまとめる。 ③社会的に見て、どの策が適当 の改善提案がで 改善提案ができ

・班の中で意見を出し合い、 か。（実行できそうか） きる。 る。

班としての提案をまとめる。 ・調査から得た情報と既習の知

・班内で評価を行い、必要な 識を用い、観点に照らして改善
ら補充調査を行う。 策をまとめるよう助言する。

・提案をまとめる際、情報が不足

していれば、補充調査をする

が、授業時間外に個別で指導

する。
▲問題点をはっきりさせること、

それを除去するためには何をす

ればよいか、という視点でアドバ

ま イスする。

３ ★ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料を作成 ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの手段は、代表
する 的なものを例示することで、選択

・主たる資料は、レポートとし を支援する。

てＡ４版両面にまとめる。 （例）動画→ＶＴＲ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ+
・補助資料について、発表の 写真→ﾊﾟｿｺﾝ、ＯＨＣ

仕方を考えて、方法を選択し ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ+
加工する。 音声→ﾌﾟﾚｰﾔｰ、役割演技

具体物→実物提示、ｽｹｯﾁ

と ・資料は、全員が必要に応じて

見返せるように、クラス人数分印

刷をし、製本・配布する。

（パワーポイントは、量が増える
ので、今回は使用しない）

見通し ３
3２ ★ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行う。 ・ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ中に記録する内容 ◎意欲的に討論 学習シート １項 学習シート １項 学習シート１項 学習ｼｰﾄ

・班ごとに代表者による発表 を学習シートに提示する。 にかかわること 目への記入と発 目への記入と発 目への記入と発

を行う。（各班１名ずつパネラ ①賛成できる提案、回答 ができる。 言１回をそれぞ 言１回をそれぞ 言１回をそれぞ 行動観察
ーとして参加。） ②疑問がある提案、回答 れ１ﾎﾟｲﾝﾄとし、５ れ１ﾎﾟｲﾝﾄとし、３ れ１ﾎﾟｲﾝﾄとし、３

め ・発表後、質疑応答の時間を ③②についての自分の見解 ﾎﾟｲﾝﾄ以上であ ﾎﾟｲﾝﾄ以上であ ﾎﾟｲﾝﾄ未満であ

取り、討論をする。 ④出席してみての感想 る。 る。 る。

・ﾜｰｸｼｰﾄをメモ代わりに使 について書き込めるものとする。

3いながら参加する。 ・ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの司会は教師 □多面的な見方 自分の見解や感 自分の見解や感 自分の見解や感 学習ｼｰﾄ
・最後に感想を書き、ﾜｰｸｼｰ が行い、改善提案に対する意見 で、問題解決へ 想の中に、改善 想の中に、改善 想の中に、改善

ﾄを提出する。 をパネラーだけでなく聴衆からも の意見をもつこ に向けての具体 に向けての具体 に向けての具体

広く求める。 とができる。 的な行動の方法 的な行動の方法 的な行動の方法

・各発表後、質疑応答の時間を が、３つ以上書 が１～２つ書か が書かれていな

取り、出された意見をもとに、論 かれている。 れている。 い。

点を絞る。
・すべての発表終了後、討論に

る 入るが、問題が多岐にわたり、共

通視点での論議がしづらいた

め、個々の改善策の妥当性を議

論し、最後に「自分たちにできる
こと」という視点を与える。

▲ディスカッションの中で、記録

をすることをこまめにうながしたり

発言した生徒を認め、励ますな

ど、意見を出しやすい雰囲気を
工夫する。

3★自己評価を行い、次年度 ・今年度の学習が、次年度の「ふ □次年度に向け 今年度の反省を 次年度に向けた 次年度に向けた 学習ｼｰﾄ

の学習への課題を整理する れあい群馬」に生かせるよう、 た、自己の課題 踏まえ、次年度 調査課題が書け 調査課題が書け

①本学習の反省 をもつことができ に向けた調査課 る。 ない。

②次年度「ふれあい群馬」でそ る。 題が書ける。

れをどう生かすか。
③次年度「ふれあい群馬」では、

県のどんな問題を調査してみた

いか。

の３点を、学習ｼｰﾄ（自己評価

欄）に設ける。
・総合ファイルに保管し、次年度

へ引き継ぐ。

▲今回の反省事項をヒアリング

し、それを改善するという視点で

次年度の課題をイメージさせる。
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２ 学習指導案

（１）３・４時間目 見通し１

１ ねらい テーマ検討会（意見交流）を通して、自分のテーマを見つめ直し、より客観的で適切なテーマ

設定ができる。

２ 準 備 学習シート（１）、設定の観点を示したフラッシュカード。

３ 評価規準 ・検討会に積極的に参加している。【関心・意欲・態度】

・他人の意見を生かしたテーマ設定ができる。【思考・判断】

４ 展開（２時間分）

学 習 活 動 支援および留意点 見取りの視点(方法)過程 時間

○本時のめあてをつかむ。

つ

他人の意見を参考にして、よりよいテーマを作ろう！

15か

○前時の学習を想起する。 ○テーマ設定の理由が適切か、再

む 度検討するよう指示する。

○迷った点、難しかった点を解決す

る時間であることを確認する。

○テーマ検討会を行う。 ○テーマ設定の観点を規準に検討 【関心】

追 ・班の中でシートを回覧し、気づ することを再確認し、３観点をフラッ 学習シートに詳しく

いた点を助言として記述する。 シュカードで黒板に掲示する。 助言を書き込んで

究 （ 分） ○多面的な意見が出るように、同一 いたり、意見交流の20
・時間を取り、各自が検討・修正 ﾃｰﾏをもつ者がダブらない班組みを 段階で積極的に発50

す を行う。 （ 分） するとともに、スムースに進行するよ 言している。10
う、日頃からリーダーとして活躍して （行動観察）

る ・修正結果や疑問点を出し合 いる生徒を司会に立てる。

い、討論する。 （ 分）20

○他からの助言は、学習シートの記

録欄に記録することを確認する。

ま ○自己のテーマを再度見直し、 ○他の意見を謙虚に受け止め、で 【思考】

と 必要ならば変更・修正を加えて、 きる限り反映させる努力をうながす。 他の意見を生かして

め テーマを決定する。 ( 分) ○自己評価の時にわかりやすいよ 適切な変更や修正15
る ○テーマ設定までの自己評価を う、修正部分については、色を変え が加えられている。35

する。 （ 分） て書き込むことを確認する。 （学習シート１）20
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（２）６・７時間目 見通し２

１ ねらい 調査計画検討会（意見交流）を通して、自分たちの班の調査計画を見つめ直し、より有効で

適 切な調査計画を立てることができる。

２ 準 備 学習シート（２）、検討の観点を示したフラッシュカード。

３ 評価規準 ・検討会に積極的に参加している。【関心・意欲・態度】

・調査計画立案の観点や他の意見を参考に、見通しをもって調査計画を立てることができる。

【思考・判断】

４ 展開（２時間分）

学 習 活 動 支援および留意点 見取りの視点(方法)過程 時間

○本時のめあてをつかむ。

調査の計画を立てよう！

つ

○班に分かれ、班ごとの調査計 ○調査計画立案の観点として、

30か 画を立てる。 ①調査の手順

②調査の内容・何を調査対象とするか。

③調査の方法む ・対象についてどんなことを調べ

ていけばよいか。 を、学習シートに提示する。

・調べるためには、どんな方法が ○学習シートでは②・③に重点をお

あるか。 など いた枠づくりをし、学習活動のＡＢＣ

を中心に考えていけるようにする。

○調査グループの中で、調査計 ○検討の視点として、 【関心】

画検討会を行う。 学習シートに詳しく①問題の大きさがわかるか。

追 ・グループ内で班の代表シート 助言を書き込んで②問題の様子(内容)がわかるか。

を回覧しながら、各自が助言を いたり、意見交流の③反対立場の意見も調べようとしているか。

究 記述する。 （ 分） 段階で積極的に発20 ④調査メディア(方法)は適切か。

・時間を取り、班ごとに検討・修 言している。⑤調査が可能か。

す 正を行う。 （ 分） を黒板に掲示す （行動観察）10
・修正結果や疑問点を出し合 る。

る い、討論する。 （ 分） ○グループで調20
査結果をまとめる

ので、助け合って

よりよいものを作

る目的で行うこと

を強調する。

ま ○調査計画書を完成させる。 ○検討の観点①～⑤のどこが不足 【思考】

と ・討論で出された意見を参考に しているのかを再検討させる。 他の意見を生かして

め 班ごとに変更・修正を加えて、調 ○まとめられた班には、計画書を提 適切な変更や修正20
る 査計画を完成する。 出させ、個別に助言する。 が加えられている。

（学習シート２）
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（３）２１・２２時間目 見通し３

課題解決への方向性を見いだし、主１ ねらい 「パネルディスカッション」形式の意見交流を通して、

体 的に対象にかかわろうとする態度を育てる。

２ 準 備 学習シート（３）、パネラー（ 名）、司会（教員）、会場設営（図書室）。14

３ 評価規準 ・ディスカッションに積極的に参加している。【関心・意欲・態度】

・多面的な見方で、問題解決への意見をもつことができる。【知識・理解】

・次年度に向けた、自己の課題をもつことができる。【知識・理解】

４ 展開（２時間分）

学 習 活 動 支援および留意点 見取りの視点(方法)過程 時間

○本時のめあてをつかむ。

こうすれば高崎はもっとよくなる！ を考える会 ５

○タイトルを垂れ幕にして、場の雰

囲気を盛り上げる。

○ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行う。 ○学習シートは、 【関心】

・班の代表者による提案を行う。 パネラーまたは聴衆①賛成できる提案、回答

追 ・発表後に設けられた質疑応答 の立場で 、全体の②疑問がある提案、回答

の時間に質問をする。 前で意見が述べら③②についての自分の見解

究 ・学習ｼｰﾄをメモ代わりに使いな れる。（行動観察）④出席してみての感想

70がら参加する。 について書き込めるものとする。

す ・質問（疑問）事項を論点として、 ○司会は教師が行い、意見を聴衆 【知識】

問題解決のための討論をする。 からも広く求める。 自分の見解や感想

る ○最後に感想を書き、学習ｼｰﾄ ○班ごとに調査テーマが異なり、共 の中に、改善に向け

を提出する。 （ 分） 通視点での論議がしづらいため、個 ての具体的な行動20
々の改善策の妥当性を議論し、最 の方法が書かれて

後に「自分たちにできること」という いる。（学習シート）

視点を与える。

○次年度の学習に生かせるよう、 【知識】

ま 次年度へ向けた自①本学習の反省

己の課題が具体的②次年度に、それをどう生かすか。

と に書けている。③次年度「ふれあい群馬」では、県

○自己評価を行い、次年度の学 （学習シート）のどんな問題を調査してみたいか。 25
め 習への課題を整理する を学習ｼｰﾄ（自己評価欄）に設ける。

○総合ファイルに保管し、次年度へ

る 引き継ぐ。
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３ 「総合的な学習の時間」内容系列表
高崎市立倉賀野中学校

各 学 年 の 内 容領 領 域 の 目 標 領 域 の 内 容
中学校１・２年 中学校３年以上域

ア ア他国の歴史や文化への関心を高める ア他国の歴史や文化、伝統を包括的・体人と人との相互理解・相 異文化理解及び異文化尊重の態度

と共に、そこに見られる共通性や差異 系的に理解し尊重しようとする。互交流を基本に国際化の進

を理解し、尊重しようとする。国 展に対処することができる

イ イ異なる立場や考えの人、外国人などと イ様々な国の人々と積極的に交流し、国ように、日本や世界の国々 共生（国際交流・協調）

協調し活動しようとする。 際親善に努めようとする。際 の歴史や文化に関心をもち、

ウ ウ自国のよさを見つめ、日本人としての ウ国際社会の一員として、日本や日本人異文化交流を通して異文化 地域や自国の歴史や伝統文化等の

自覚をもち、自己の在り方を考えようと の役割について考えようとする。理 を理解し尊重し、国際社会の 理解及び自己の確立

する。 エ外国語で意思の疎通ができるようにす一員として共に生きていくこと

エ エ外国語によるコミュニケーションを積極 る。解 のできる資質や能力を育て 外国語によるコミュニケーション

的に図る。る。

ア情報収集と活用 ア課題や目的に応じて情報手段を適切 ア課題や目的に応じて情報手段を適切様々な学習や生活

に活用し、必要な情報を収集・選択、 に活用し、収集・選択した情報を判断との関連において、

整理・処理し、生活に生かすことがで し、分析すると共に生活に生かすこと情 多くの情報の中から自

きる。 ができる。分に必要な情報を収集

イ責任ある情報の イ社会生活の中で情報や情報技術が果 イ社会生活の中で情報や情報技術が果・選択し活用することが

発信 たしている役割や及ぼす影響を理解 たしている役割や及ぼす影響を理解でき、情報の積極的か

すると共に、受け手の状況などを踏ま し、情報モラルの必要性や情報に対報 つ責任ある発信ができ

え責任ある情報の発信ができる。 する責任について考え、望ましい情報る資質や能力を育て

社会の創造に参画しようとする。る。

ア自然に対する感 ア多様な視点や論理で地球規模の自然 ア地域規模・地球的規模の環境問題、身近な自然に積極

受性や環境への を見直し、自然保護に必要な生活の 自然破壊等を多様な視点から科学的的にかかわり、自然の

関心 在り方を考える。 に分析し、産業と自然や環境とのあるもつ豊かさや大切さに

べき姿を考える。環 気付き、生活と環境と

イ環境問題と生活様 イ生産・流通・消費といった人間の生活 イ人間と環境との関連性を幅広くとらえるのかかわりについて理

式とのかかわりに の営みが、様々な面で環境に影響を 中で諸矛盾を見出し、人間の責任や解を深め、自然と共生

ついての理解 及ぼしていることを理解する。 役割について理解し、よりよい自然とし、自分にできる方法

の共生について考える。での環境保全やよりよ

ウ環境保全やよりよ ウよりよい環境創造、経済活動や生活様 ウ環境問題の解決やよりよい環境の創造い環境を創造する資質

い環境創造のた 式の変化など多面的な視点から環境 のための取組の裏にある諸矛盾に気境 や能力を育てる。
めに、主体的に 問題をとらえ、自分ができることを考え 付き、将来にわたって考えていかなけ

行動する実践的 たり、実践したりする。 ればならいことは何かを考え、自分なり

態度 の日常的実践を行う。

ア他者への尊重・ ア地域の人々との交流や体験活動を通 ア誰もが障害をもつ可能性があり、高齢自分を含め、様々な

尊敬・思いやり して、高齢者や障害者などを正しく認 者になることを前提に、高齢者や障害人々がそれぞれに生き

などの豊かな人 識すると共に、互いの違いや個性を認 のある人々は特別な存在ではないし、がいをもって生きようと

間性 め合い、尊重し、思いやりをもって接 その人格が尊ばれ、一般の社会のな福 していること、そのため

する。 かに普通に参加し、平等に生きる権利にお互いに助け合って

イ イ高齢者や障害者などの置かれている があることを認識する。いることを理解し、より 福祉にかかわる社会の特質・問題

現実など現代社会の福祉にかかわる イボランティア活動などを通して様々な一層充実した福祉社会 の理解と、介護・福祉などの課題

現状や問題点をとらえると共に、ボラン 福祉にかかわる問題を認識し福祉政の実現に貢献する資質 についての認識

ティア活動などの体験等を通して福祉 策や社会的諸サービスが対等の生活や能力を育てる。
に対する認識を深める。 原理であることが分かる。

ウよりよい福祉社 ウ身近な福祉問題の解決やよりよい福祉 ウ福祉にかかわる様々な問題について、祉

会実現のために、 社会実現への様々な取組やそれに携 日本と諸外国の取組とを比較したり、

主体的に行動す わる人々の気持ちや考えを知り、自分 福祉政策の問題点について分析した

る実践的態度 ができることを発信したり、実践したり りして、考えをまとめ、提言として発信

する。 していく。

ア生命を尊重し、大 ア自分自身の生命をはじめ身の回りの様 ア生命について自然科学・社会科学・倫生命のすばらしさや

切にしようとする 々な生命が互いに関係し合い生かさ 理等の面から考えたり、過去と現代人生 尊さに気付き、自他の

態度 れていることに気付き、生命の尊さや の考え方などを比較したりしながら、自生命を尊重する心をも

自他の生命を尊重しようとする心をも 他の生命に対するとらえ方を振り返り、命 ったり、心身共に健康

つ。 生命を尊重しようとする心をもつ。で安全な生活を営んだ

イ健康で安全な生 イ健康で安全な生活を送るために運動 イ健康で安全な生活を送るためにエイズ・ りすることができる資質

活についての理 ・栄養・睡眠・食事などの多面的な などの感染予防についての基礎的な・能力を育てる。
解及び実践する 視点から自分の生活を見直し、科学 知識をもつと共に、そこには偏見や差健

能力や態度 的な追究を基によりよい生活環境を 別が存在することを人権や道徳の面か

創造することができるようにする。 らとらえるようにする。康
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ア 地域の伝統・文 ア地域や生活上の問題について地域の ア地域社会の現状や問題点を政治、経自分たちが暮らして

化・行事・生活習 専門家や様々な立場の人の意見を聞 済、産業等、多面的、多角的な視点かいる地域に愛着をも

慣・政治・経済・ いたり、客観的、科学的にとらえた らとらえ分析・判断し解決しようとする。ち、家庭や学校を含め

産業などの現状 りして解決の方向性を探る。地 た地域の生活上の諸

や問題点の理解問題について理解を

イ 地域や学校等 イ地域社会を構成する一員としての自覚 イ地域社会を構成する一員としての自覚深め、自他を尊重し

の行事や活動、 と誇りをもち、他と協力してよりよい郷 と誇りをもち、自他を尊重しつつ、よりつつ、地域社会の一

生活上の問題等 土の創造を目指した取組を行う。 よい社会の実現を目指して、その発展員としてよりよい民主的

の解決に向けて に尽くそうとする。域 な生活の実現に意欲

自他を尊重して的、協力的に取り組もう

協力的に取り組もとする資質や能力を育

うとする態度てる。

ア具体的な活動や ア職業調べや職場体験を通して、働くこ ア職業調べや職場体験等を通して、職それぞれの職業の大

体験を通しての職 との喜びや厳しさ、働く人たちの仕事 場には性差や制度による様々な問題切さや労働の意義につ

業観・労働観の拡 に対する思いや責任感にふれ、労働 点のあることを科学的に理解し、自己進 いて理解すると共に、

充 の意義について考える。 の職業観を振り返る。自己の適性や将来に

ついて考え、個性豊か

イ自己の価値観の イ自己の適性や将来の職業選択を視野 イ現在や将来を真剣に考え、様々な社によりよく生きていくこと

確立 に入れ、自己を高めていくために何が 会参加の在り方や生き方の選択肢が路 ができる資質・能力を

必要か考え、取り組もうとする。 あること、生きがいをもって充実した人育てる。
生を送ることの意味等を考える。
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４ 学習シート

（１）学習シート１（テーマ設定）

（２）学習シート２（追究活動）
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（３）学習シート３（考察）

（４）学習シート裏面（自己評価部分の例）


